
 

 

 

  

 

 

 

  

 

発行：財団法人 北区まちづくり公社 

 

北区は地形的に、武蔵野台地と大きな川に挟

まれていることから、線路沿いの崖線や川沿い

に人工ではない緑地が多く残されています。ま

た、北区にはたくさんの史跡があります。最近

注目されているのはかつて軍用地だった名残の

戦争遺跡（戦跡）巡り。まちの中には、震災や

戦災を逃れた建物や心和む下町的景観も、まだ

まだ残っています。公社でまちの皆さんと行っ

ているのは、そんな宝探しのような「まち歩き」。

過去、そして現在のまちの姿を知ることは、未

来のまちを創るために大切なことです。 

「温故知新」の言葉 

と共に、まちを歩いて 

知って、もっと北区を 

好きになってみま 

せんか？ 

北区まちづくり公社では、区内各地のまちづ

くり活動団体への支援をしています。 

公社に登録している団体の中には、過去の歴

史や自然を知り、これからのまちづくりに生か

そうと探求を続けている団体もあります。 

こんな活動してみたいな、と思われたら… 

ぜひ当公社までご相談ください。 

 H21 ネットワーク連絡会 

歩いてまちを知ろう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年７月３日（土） 

午後２～４時 

＠北とぴあ 7 階第一研修室 

 

「絵地図師・散歩屋」の高橋美江さんを講師に、

「まちの魅力再発見！～知られざる王子今昔～」

と題してお話をしていただきました！ 

当日は予想を上回る大盛況で、「まち歩き」「ま

ちを知る」ことに対する地域の皆さんの関心の高

さがうかがわれました。 

実際にまちを歩かれている参加者も多く、スラ

イドや絵地図、マップ等に興味津々。 

講演後のアンケートでは、予定されている田端

地区以外でまち歩きしてみたい地域として、滝野

川・浮間が多く上がっていました。 

北区まちづくり公社では、参加者の皆さんから

いただいた声を今後の企画に生かしていきたい

と考えています。「まちづくりフォーラム」に、

ぜひご参加ください。 

 

絵地図の作り方 

ワークショップ形式で質疑応答 

スライドで散歩屋視点から見た王子のまちを紹介 

だいたい知っている場所

が多かったけれど、思い出

しながら、聞いていて楽し

かった。実際に知っている

人が少なくなってきている

ので、今の内に見聞きして

記録をするのは大切な事

だと思います。 

王子地区に引っ越してきて

３年ですが、王子の昔が良

く分かって勉強になりまし

た。スライドが分かりやすく

て良かったです。 

アットホーム的で良

かったんですが、机

があるともっと楽な

姿勢でお話が聞け

たと思います。講師

の先生が気さくな

感じでよかったです。 

今まで知らない話を

たくさん聞くことが

できよかったです。 

講師プロフィール  高橋美江（たかはし・みえ） 

独自の視点で「まち」を見て歩く、絵地図師・

散歩屋としてＴＶ等で活躍中。近著「続・東京

下町散歩」では王子を紹介されています。 

参加者アンケートより 



                         

 

 

 

北区まちづくり公社の 

ホームページをご存じですか？ 

公社や登録団体の活動のほか、電子版「まちきた

通信」・住民による「まちづくり冊子」のバックナ

ンバーや、その他のイベント案内などが掲載されて

います。インターネット上でまちの話題などの情報

交換ができる「まちきた掲示板」もご利用ください。

（公社ホームページのトップで利用登録できます。）  

http://www.matikita.com/ 

 または  

「まちきた通信 

 記者」募集 

 

 

  

北区まちづくり公社 検索 

あなたも「まち番記者」！ 

求む、あなたの「まち」の情報♪ 

身近なまちの情報をぜひ！イイもの発見！と思ったら公社へ

直接投稿してください。写メも OK です。これは！という情

報はこの「まちきた通信」に掲載させていただきます。 

◎ 冬号では「まちなかの『福』スポット」

を大募集！ ◎（冬号〆切は 11 月 15 日まで） 

投稿は、公社へ郵送または公社メールアドレスへ。（裏面参照） 

（記者は登録制ではなく、また、無償です。） 

北区まちづくり公社からの 

お 知 ら せ 

 公社では、住民主体の活動を応援しています         

公社登録団体には、コンサルタント派遣や施設利用など

の支援を行っています。詳細は公社までお問い合わせくだ

さい。まちづくり活動団体の登録申請は常時受け付けてい

ます。公社ホームページから必要書類のダウンロードがで

きます。http://www.matikita.com/ 

橋の上の冨士山！！ 

知ってました？ 環七の埼京線をまたぐ富士見橋 

の歩道のブロックが富士山の形になってるんです。

何か模様があるなーと思って…発見 v(^_^) 

最初は横向きだから 

気付かなかった～。 

（赤羽西・M さん） 

 

（写真は縦横を逆に 

 しています） 

○神谷で生まれ育ち、昭和３０年代に下十条駅

（今の東十条駅）に近い場所に嫁いできました。

千葉の農家のおばさんが背負籠に野菜を入れ、夏

にはかぶと虫を持って来てくれるのを楽しみに

５円を握りしめ待っていた子等を思い出します。 

○駅北口東側の三角の所に昔は共同のトイレが

あり、臭気に困っていたのをようやく取り除いて

いただき、今は昔の面影はなく嫌な思いをせずに

駅まで行ける様になりました。 

○近くの十条製紙に広場があり、子ども達みんな

野球をすることを楽しみにしていました。 

○駅の裏通りには紙芝居屋さんが見え、拍子木の

鳴るのを待っていた子等。 

Thank You

読者投稿 

 

○昭和２０年３月３１日までに今の環七を通すた

め北本通りの商店街を強制疎開となり、兵隊さんが

家の大黒柱に綱をつけて「えいっ」…壊れました。

今でも目に焼き付いています。それで学校の東側へ

引越をして行きました。そのまま住んでいられれば

良かったのに。 

○同年４月１３日神谷小学校の東側が全焼しまし

た。防空壕に焼夷弾が直撃、非常口を開けてもらえ

なければその日が命日でした。 

○同８月１０日今の元気プラザの所に２本の煙突

があり軍事工場だったのでしょうか、B29 が爆弾

を落としたのか、それがはずれ東十条６丁目、神谷

へ…。家族８人、たくさんの人が、友達も…。昔は

学校も勉強は休み、大砲の弾造りの工場へ、そのよ

うな時代でした。今の幸せに感謝いたします。 

「語り継ぐまちづくり」参加者 Y さんより 

戦中戦後の東十条の思い出 

※「語り継ぐまちづくり」は、地域のシニアクラブが参加して、まち歩き・ワークショップにより地域の歴史や魅力を次世代に

語り継いでいくとともに地域の課題解決に取り組む事業です。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは！ 財団法人 北区まちづくり公社 です。 

まちづくり公社では、住民の方が自ら行う「まちづくり活動」への支援

をしています。お問合せは右記公社までお気軽に！ 

「まちきた通信」はホームページ上でもご覧になれます。メールマガジ

ンご希望の方は公社までお知らせください。 

 

＜ 発  行 ＞ 

財団法人 北区まちづくり公社 

〒114-0001 

東京都北区東十条 3-2-3-101 

Tel 03-5959-2363 

Fax 03-5959-2365 

E-mail info@matikita.com 

まちづくり公社の「まち歩き」は、①歩く②知る③問題点

を見つける④自分たちでどうすれば良くなるか実行してみ

る⑤課題を冊子にまとめる、の５つのステップ。「住民主体

のまちづくり」へとつなげる支援を行っています。「わがま

ちも」という地域からのご相談を随時お受けしています。 

赤羽（水防センター）～豊島（新豊橋） 

ネットワーク連絡会・新規施設見学 H21 

石神井川沿い（王子～滝野川） 

千川上水の川筋を歩く H19 

ネットワーク連絡会 H20 

お詫び 前号（H22 夏号）の記事中、「ホタルの観賞ができる公園」を紹介いたし

ましたが、北区内では、生息は別として、実際に「観賞」のできる公園はない、と

のご指摘をいただきました。関連各所にご迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。 

神 谷 

「語り継ぐまちづくり」H20 

東十条 

「語り継ぐまちづくり」H21・22 

「おとしよりが楽しく歩ける 

まちづくり」H22 

公社登録団体を対象とした「ネットワ

ーク連絡会」では、今年は 10 月中旬

に田端地区を歩く予定です。 

岸 町 

「まちづくりふれあいサロン 

（森下通り）」H20  

 

王 子 

「まちづくりふれあいサロン 

（北とぴあ通り）」H21 

日本人が好きな季節の一番は「秋」です。涼しくなって、まちを歩くのに

は最適な季節ですね。 

春の桜、夏の水辺、と来て、今度は広く「まち」。観光地でなくても TV

の取材が来るにぎやかな商店街や、小説・マンガの舞台にドラマのロケ地、

歴史の足跡を探す散歩コースなど、北区にはまだまだ「まち歩き」を楽しむ

場所がいっぱいです。 

さて、まちを歩いて知って…あれ？っと何かに気づくことはありません

か？ 残したい場所、今はないけれど取り戻したいもの、変えていきたい場

所。そんな視点から歩いてみると、まちの過去そして未来が見えてくるかも

しれません。「まちづくり」はそこから始まります。 

 


